





































































































































































 一九六二年の購入図書と関連資料の には、貴重書用中性紙スリップ（以下スリップ 略す）を挟んだ。スリップ は「一九六二年度の台帳の資料番号、保管されていた収納場所の番号」を鉛筆で記した。
⑤








 劣化が著しい図書は、これ以上の破損や分離 防ぐため 応急処置を取らざるを得なかった。一時的な処置 はあるが、中性紙の薄葉紙（以下うすようと略す）に包み うすようで よりを作り、傷めないよ に軽く縛るという保管作業をおこなった。
⑦






































































































の、資料の確認調査、一〇〇〇点を超える非図書 データ入力、関連資料の図書登録、 図書データの精緻化 劣化した資料の修復、 保存、管理方法の選択など多くの問題が山積みになっていた。　
板澤蘭学資料の登録図書のタイトル言語を確認しただけでも、取
り扱いに高度な知識を必要とすることが分かる。登録図書には日本語、英語はもとより オランダ語、中国語、フランス語 ドイツ語、
ラテン語などが認められ、板澤蘭学資料そのものが多言語にわたる資料群であることは明らかであった。また、和装本など古典籍資料も含まれており、資料の整理方法も精密にすることが要求された。正確な資料タイトル名を入力することさえ、辞書を引く程度では、対処ができない。当然 専門家か の指導が必須と思われたが、確認された図書と非図書とを合わせると総数は一三九八点にまで及んでいた。そのため を取り出すことさえ困難な状況下であり、このような整理段階 は、専門家に指導 仰ぐことは出来なかった。専門家へ指導を仰ぐ には基礎資料の作成が急が た。基礎資料として必要な作業は、仮目録の作成 。ほかにも直接原資料を取り出すことなく、確認が出来るように、資料画像をスキャナで撮影してデジタル化し、最終的には仮目録とリ クさせたデータベースとして完成させることが必要と判断された こうした問題を解決するため、二〇一二年度は 引き続き二回 の整理作業がおこなわれることになった。　
二〇一二年十二月二十七日～一月七日までの七日間、史学科教員










 登録図書は取り出し易いよう中性紙箱に保管しなお 保管箱に付番 、検索が出来るようにデータ化した。
③
 非図書について 基礎となる仮目録の作 をおこなった。この
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